
大気汚染常時監視測定結果（昭和50年度）について

昭和50年度における大気汚染状況は、すでに「大気

汚染測定結果報告書（昭和50年度）」に報告した。こ

こではその要旨を述べる。

二酸化硫黄の環境基準達成率（長期的評価）は、前年

度の86％に対して91％に達し、全国の達成状況を上

回っているが、県南の特排地域では川口及び戸田・靡局

で不適である。

浮遊ふんじんは、前年度に比べて過半の局で減少ない

し横ばいで顕著な傾向はみられない。

オキシダソトは依然として全県的に高濃度であり、特

に県北の鴻巣、熊谷及び幸手局で濃度の高いことが注目

される。

－⊥酸化窒素及び二酸化窒素は前年度に比べて過半の局

で横ばいではあるが、二酸化窒素については前年度同様

すべての潤定居で環境基準に不適であった。
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一酸化炭素は、一般環境では環境基準に適合している

が、道路側端及び交差点では不適が多い。

なお、昭和50年度は増設の局はなく、昭和51年3

月に八潮及び秩父第一測定局にオキシダソト計と窒素酸

化物計を設置」　昭和51年度から有効なデーターが得

られることになる。

また、昭和51年度は、昭和51年9月に本庄及び羽

生局を増設して、それぞれ硫黄酸化物計、ダスト計、オ

キシダソト計、窒素酸化物計及び風向・風速計を設置し、

昭和51年11月から測定を開始した。

昭和52年3月末現在の測定局・測定項目はTable

‡のとおりである。

昭和50年度における各種汚染物貿の年間値を、Table

Ⅱ～Ⅵに示す。
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TableI　大気汚染監視測定唐器一覧

（昭和52年3月31日現在）

　 測定項目等

測定局名

ーテ ‡

在ぎ 】
ば　 い　 煙

光化学スモッグ】自動車 気　　　 象
備　　　　 考

SO 2 ダスト 0 Ⅹ N O x C O
‾■・■　■‾■■輩．I・ T ⊥H

1 八　　　　　 潮 0 1 ○　 － （⊃ ● ● ○ ●昭和51年3月設匿

2 草　　　　　 加 　 n○ ○ ○ ○ （⊃ ○ ○ ○

3 越　　　　　 谷 ⊂）u　 ○ ○ ○ ○

4 春　　 日　　 部 （⊃ ○ ⊂） ○ ○ ○

5 鳩　　 ヶ　　 谷 ○ ○ ○

6　川　　　　　　 口 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 戸　 田　　　 蕨 ○ ○ ○ 0　　　 0 ○ ○

8 和　　　　　 光 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 浦　　　　　 和 ○ ／′、ヽ／
′‾ヽ、＿ノ ノ‾ヽヽ／

■■‾、l l ′ヽ【l、′■ 　 ヽt Iヽ′
（二月詞顎匿し烈貝q定検

1 0 大　　　　　 宮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　 測定項目等

測定局名

lテ
花ざ

ば　 い　 煙 光化学スモッグ 自動車 気　　　 象
備　　　　 考

SO 2 ダスト 0 Ⅹ N O x C O ⅦS割り T －H

四 上　　　　　 尾 ○ ○ ○ （⊃ ○ ○

1 2 大気汚染測定車 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 3 富　　 士　　 見 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 所　　　　　 沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 5 入　　　　　 間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 6 川　　　　　 越 ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 7 幸　　　　　 手 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 8 羽　　　　　 生 ● ● ● ● ● ● ●昭稚 1年9月設置

1 9 鴻　　　　　 巣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 0 東　　 松　　 山 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 1 熊　　　　　 谷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 2 本　　　　　 庄 ● ● ● ● ● ● ●昭和51年媚設置

2 3 秩　 父　 第　 一 △ ○ ○ ○ ○ ○
○昭和51年3月設置
△デサー宰ガ」を設置

2 4 秩　 父　 第　 二 ○ ○

2 5 郷 ○ ○

2 6 公 害 セ ンター ○ ○ ○ ○

合　 計　 台　 数 2　0 2　5 2　5 2 1 2　0 5 2　3 9

Table　∬　二酸化硫黄（年間値）

市　 町 例　 は　 長石

川
有効 刑 定

年　 平
l椚㈲凧吾が

（）l p p m を
＝平均植 か

0 0 4 P P m を

1 1堀川 臼平均

仙 の

リサ均f頼10 l

P P m をこえ

備　　　　 考
途 例足　　　 h

均　 碑
こ え た 時
」I　 ヮ■

ニ えた El数 帥　 の 2　 ％ た 【」7さ▲ヱH u

l l

る 臼 平 均 価
知脚肝 宙r〆

地

域

日数 時 間 冊数 とその

劃　 ナ手
とその割 合 最晶値 除外 伯

ヒ止軋 した 」

と の t l 鹿

0 0 ＝〕P m を

こ え た 日 数

リ J

＝、f′ 価

上く 肝J

評 価
日 （鞘 小 p p m l

（相 称 ・ヲ幻
（叫 （幻

（p p m －（P P m ） （イ1 X　 声r）、 （H l 適 ＼1 1、適X

八　 潮 市　　 役　　 所 商 H　 3 62　 と弓6畠2 0　0 1亡i 7 0 1 l

0 0 ぎ

矧

。 i ll

0 0 【

享 喜美萱 O 17 0 （）36 「⊃ 0 I x

X

′■＼

／「

′‾ヽ

′「

草　 加 市　　 役　　 所 商 j4 b　 汚3 j l 】0 0 18　　　H ロ O l二≧ 0　0 j8 つ U

越　 谷 市　　 役　　 所 任

34 8　　 只47 4

0　亡）1：≡ 0 O 10 0　0 3 1 〔つ 0

春 日部 市　　 役　　 所 住 0　0 19 0 0　0 9 0　0 J、j rつ 0

り

√1

り

0

X ′「

鳩 ヶ谷

川 口

市　 花　 所

川 口 保 建 帝

浦

作

（n O 17 ）

0 0 18

3

0

⊃

0

。 Ⅰ3 i

O 10

（1 0 3日

0 0 37

X

X

X

×

X

X

X

X戸　 田 戸別 ・楓保健 所 苧 ⊂ 35 1　 8　47 7 0　0 1汽
　 n

0 1
コ　　 1 4 0 1 j （】O J6

和　 光 市　　 役　　 所 注 24 8　　 6 1 0う 0　0 15 0　0 0　　　 0　0 0　0 q 0　0 35
同 ′「 「

膚　 和 公 害 セ　ノ ダ　ー 住 コ9 5　　 7　30 l 0　0 16 0 0 0

n O

0 0

0 〔0

1 0 j

2 0 6

O 10 0　0 32 ∩ 0 ‾＼ 「

大　 官 市　　 役　　 所 商 jQ 6　　 7　うO l 0　0 1う 0 0　0q 0　0 33 「 0 X （「

上　 尾 市　　 役　　 所 住 34 6　　 8．3別 0　0 16 0 0 ‡0 n　O 35 （

′ハ＼

rl

0 X　　　 J「

富士 見 市　　 役　　 所 未 35 3　　 日．弓l吊 0　0 16 0 0　0 0　　　 0　0 0　0汚 0　0 28 0 rつ っ

しヽ ・「

（「 ご〈）

所　 沢 所 沢 保　 障 所 住 35 1　 日　5 7こ三 0　0 1 0 0 0　0 0　　　 0　0 0　05 （1 0 1q 0

入　 間 市　　 役　　 所 商 32二三　　 8　02 5 G　O 14 0 0　0
　　 n　　n
0　 し）0 （】Oti （】0：三J つ 0

川　 越 市　　 役　　 所 商 j弓3　　 8　5∠i l 0　0 1 q
此

n　O 1　　 0　3 0 I l 0　0 30 ∩ 0 x　　　 ・「

幸　 手 町　　 役　　 場 住 36 2　　 8　6 57 0　0 10 0 O　U 0　　 （】0 0　0 7 0　0 2 3 ○ 0 律

腐　 臭 市　　 役　　 所 未 j弓5　　 8，5 15 0　0 10 0 0　0 0　　　 0　0 0　0 7 0　0 20
同

ノ
0

東松山 訟 山　 中 ・芋 校 住 35 7　　 8，5 83　　 0　0 09 0 0　0 0　　 0　0 0　0 6 0　0 18 「） 0

熊　 谷 市 役　 所 分 宇 商 33 6　　 8，2 4」 0　0 16 0 n　O 0　　　 0　0 0　0 8 0　0 2 7 つ 0 ∩ （「

秩 父

ノア

三 郷

市　　 役　　 所 商 34 5　　 8．3 38 0　0 10 ロ 0　0 0　　 0　0 O ll 0　0 19 （「 0 × こ1

秩父 総合 セ ノター 商 3＝　　 7，74 9 0　0 07 5 0 1 0　　　 0　0 0 1 3 0　0 17 「つ 0 ×
ロ

市　　 役　　 所 住 34 0　　 8　2 6 1 0　0 18 ■ 0　0 0　　 0　0 0 1 1 0　03 l ○ 0 X （〕

（荘）i「環境基準の長期的評価による日平均闇＝ト04Pやmをこえた日数」とは、日平均値の高い方から2％の転用の日宇均値を除外した後の臼平均値のうち00j
ppmをこえた日数である。たたし、日平均僻が004PPmをこえた日が2日u上達筏した延日数のうち、2％除外該当日に入っている日数分については除外し
ない。

コ　年度を通じて瓜1一定時間が6．000時間に止しない場合の年平均値は（）内で示Lた。
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TableⅢ　浮遊ふんじん（年間値） TableⅣ　オキシダソト（昼間の年間値）

市　 町 測　 定　 局

用 有効 頗8　 定 年 1 時間 日平均　ロ

備考
途
地
域

測定
日数

（日）

時　 間 平均値
値 の
最高値

値の2％
除外値

（時間） （万場／′冠） （醐 ） （稽／掃）

八　 潮 市　 役　 所 商 352 8，508 0．062 0　72 0 192

草　 加 市　 役　 所 商 362 8，678 0　077 1 03 0　250

越　 谷 市　 役　 所 住 363 8．678 0　081 0　84 0　253

春 日部 市　 役　 所 住 363 8，671 0　082 0　81 0　268

鳩 ヶ谷 市　 役　 所 商 35 1 8，489 0　071 0　83 0　219

川　 口 川 口保建所 住 362 8，687 0　067 1 13 0 196

戸　 田
戸 田

蕨 保 健 所
準工 3 65 8，723 0　077 0　64 0　221

和　 光 市　 役　 所 住 352 8，511 0．057 0　53 0 196

浦　 和 公害センター 住 305 7，650 0　071 0　64 0　219

大　 官 市　 役　 所 商 359 8．6 2Ⅰ 0　060 0　69 0 180

上　 尾 市　 役　 所 住 364 8，7 12 0　073 0　62 0．203

富士見 市　 役　 所 未 364 8，7Ⅰ2 0　074 0　67 0 197

所　 沢 所沢保健所 住 351 8 ．483 0　072 0　82 0　203

入　 間 市　 役　 所 商 366 8 ，729 0　074 1 36 0 177

川　 越 市　 役　 所 商 365 8 ，703 0．072 0　72 0 187

幸　 手 町　 役　 場 住 363 8，698 0　08 2 0　72 0　253

鴻　 巣 市　 役　 所 末 366 8，727 0　075 0　6 9 0　209

東松山 松山中学校 住 366 8．731 0 111 1 50 0　349

熊　 谷 市役所分室 商 355 8，585 0　066 0　97 0　202

秩 父

〝

三 郷

市　 役　 所 商 350 8，411 0　06 3 0　44 0 125

彗 笠 撃 草 商 366 8，728 0　07 1 0 42 0 140

市　 役　 所 住 329 8，152 0　066 0　79 0　210

市　 町 測　 定　 値

用 昼間 昼　 間 昼 間の l 時間
僑が n O 6

昼 粧匪＝
時間値ポ

昼 間

の川手

備考
虚 測定 測　 定 P P m　 をこえ O 1 5叩 m 尉l 僻

地

域

日数 時　 間 た 日 数 と

時　 間　 数

以上の日数

と時間 数

の ．最
高 値

ち日） （時間） （臼） 【i特i制 （臼）（時間）（P P m ）

草　 加 市　 役　 所 商 3b 3 5．2j」 12 3 5 8 q 12 29 0　2 7

越　 谷 市　 役　 所 住 3b 5 5，35 2 トi8 6弓1 1b 37 0　2 0

春 日部 市　 役　 所 住 36う 5，28 7 19 5 1，10 3 2・l 60 0　2 2

川　 口 川口保健 所 庄 35 6 5，11 7 15 0 6 6 7 2 1 50 0　2 3

戸　 田 戸 田

蘭 保 健 所
準 E 35 7 う．0 7 7 1q 5 9 4 6 3 1 7 8 0　2 q

和　 光 市　 役　 所 佳 36 6 5．3 6 8 19 7 q 5 9 26 7 l 0　30

大　 宮 市　 役　 所 商 36‘1 5．17 7 ト‡7 7 0 5 35 106 0　2 5

上　 尾 市　 役　 所 住 3 6／t う．27 3 1 75 R 1 3 29 6 1 0　2 6

富 士見 市　 役　 所 末 3 66 5　3う8 3 0 2 1，1 3月 47 15 5 0　3 3

所　 沢 所沢保 建所 庄 3う1 5．0 9 4 1 8 2 8 8 l 23

25

25

5 7 ＼0 28

入　 間 市　 役　 所 商 3 63 5，j 1 5 2 03 1 0 79 7 0 0　26

川　 越 市　 役　 所 商 3 66 5．3 80 1 48 7∠l i 5 9 0　26

幸　 手 町　 役　 場 住 3 6弓 5．2 80 1 80 94 3 36 9 5 0　25

盛　 巣 市　 役　 所 未 3 66 5．j 88 1 63 86 4 3 7 8 0 0　2、l

東松 山 桧山中学 校 任 3 6う 5，3 04 15 0 7∠i4 2 2 4 3 0　24

熊　 谷 市役所 分宅 商 3 66 5．3 7 3 17 4 9 5 l 3j 7 2 0　27

注）昼間とは5暗から20暗までの時間帯をいう。したが1て1時間値は6暗

から20時まで得られることになる。

江）浮遊ふんじんとは、光散乱庇による相対慮慶計の指示値そのまま
のものであり、浮遊粒子状物質（粒径10ミクロン以下のもの）の

Table v　一酸化窒素、二酸化窒素および窒素酸化物（NO、NO2、NO＋NO2年間値）

市　 町 測定局

用

轟

一 塵 化 窒 素 （ N O l 二　 酸　 化　 寧　 弄　 （N q l 撃　 弄　盛　 化　 物　 t N O ＋N q ）

慮考

有効

測定

剰

窪

年

平

＝時

間値

日 宇

均盾

の ワ

有効

測定

剰

定

年

平

日平均値

カ；0 0 2

P p m を

Ⅰ 時

問 盾

白平均

炉 の

臼平卑桶

【＝j2p Pm
をこ乙た
白かワ白

原墳基準

の長期的
＃価によ

る臼平均

腰囁皐
農 芸

恵 良

有効

剰昆

糾

定

牢

平

1 時

間 値

日平均

値 の

年

平 鴨
／

地

域

日数

時

間

均

値

の最

局停

％陰

外値 日褒

時

間

埼

慣

こえた自
盈とその

割 合

の 巌

低 値

2 ％

除外停

u ヒ遜続
Lたこと
の 有 鹿

値か0 0 2
P P mをこ
えた日数

即
的
評
価

湖
的
占平
価 日盈

時

問

由

盾

の 塵

高 炉

2％

除外炉

均 軸

析

（日） （時間） （p pm ）（p p m ）（p p m 、 （日） （時間） †P P m ） （臼） （％） （p Pm l l P P r口） （有x嘩⊃） く臼） 眉

○

同
臼1 （P Pm l r p p m l （p p m 、（P P皿） （％〕

草 加

春目部

川 口

戸 田

和 光

大 官

上 尾

富士見

所 沢

入 間

川 越

幸 手

市役所

市役所

川 口
保唾所

戸田裁
保寝所

市役所

市役所

市役所

市役所

所 沢
保健所

有役所

市役所

町役場

商

庄

建

準
工

佳

商

住

未

庄

商

商

住

354

封5

ヱ27

329

350

30 2

333

358

319

345

356

349

8 5与8

8 360

8 （派局

8 230

8 38ヰ

7 5 17

邑129

8 6 29

7 84 0

畠438

8 掛：U

8 5】7

0 02 2

0 0 16

0 02 2

0 0 17

0 02‘！

0 02 2

0 02 3

0 0 16

0 02Ⅰ

0 01 4

0 020

0 01 7

0 36

0 39

＞（I うn

0 4l

0 4 6

O J12

0 ∠16

0 20

＞0 う口

0 3 3

0 3 5

0 ：≡1

0 44

O il

0 21 I

0 0 72

0 0 40

0 10 2

0 0 81

0 09 4

0 08 J

0 0t5q

0 0 4上i

0 112

0 033

0 066

0 0う4

0 05 1

0 0ヱ4

0 0J18

358

349

2（垢

3 j5

3 52

306

3j」i

35B

j O7

2 9j

3うう

3 29

3 60

35 4

34 3

8 60 4

8 j8 6

7 25 j

呂296

R 16 1

7 72 6

汽1二≡9

吊6 23

7 650

7．803

8 600

8 279

0 0j2

0 020

0 026

0 027

0 022

0 024

n O2R

n O：三2

0 025

0 02j

0 0jO

0 02l

0 019

0 0】8

0 0 27

j（〕j

i2 9

Hは

22丁

Ⅰ日日

16 q

24 7

18 2

170

172

322

160

銅 5

3 T O

63 5

G 7 8

与1 4

53 3

7j 2

50 8

5 5 ・I

58 7

qO 7

48 6

3Ⅰ7

30 8

74 3

0 20

0 13

0 16

0 20

O 10

0 2 1

0 20

0 13

0 15

0 26

口14

0 08

0 ‖

0 0（‡

0 12

0 0 66

0 0 4l

n O 61

0 0 61

0 0 41

0 05う

0 0 60

0 0・10

0 0 59

0 0 40

0 04 9

0 0 3呂

0 0 j6

0 0 32

0 04 8

X

X

X

X

X

X

X

X

X

y

X

X

〉く

×

X

jO3

129

Ⅰ呂8

22 7

188

169
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X
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X

X

X

X

X

X

X
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X

×
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X

×
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×
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35 l

3‘14

2 86

3 2日

3‘12

30 2

3Jj

j5 5

30 2

2日8

3⊂iう

3 15

35 7

35 8

33 0

貝，520

8 35 9

7．088

R 21 5

吊2与8

7 51 l

8 126

8 607

7 558

7．722

吊5粥

8 1J8

0 054

0 036

8 04呂

0 0」i弓

0 046

0 046

0 0弓1

0 0盟

0 046

0 037

0 050

0 038

0 ∠l∃

0 5 2

、ヽO tll】

0 5 3

0 与2

口4呂

0 5与

0 25

卜

0 57

O j6

0 2（】

0 50

O 19

0 訂

O 123

0 07‘i

0 162

0 153

0 Ⅰヱう

0 129

n 120

0 0 77

0 156

0 067

0 113

0 090

147 0

12うb

王20 q

旧

盲…≡≡≡

166 j

15ヱ8

125 4

鴻 巣

東松山

熊 谷

市役所

松 山
中学校

市役所
分 重

住

住

商

357

350

352

8 5 9j

8 35 8

8 2 76

0 01S

0 010

0 0 17

8 606

R 430

8 443

＝H

109

255

l14

】08

255

8 586

a 356

8 245

0 0ユ4

0 （〕29

0 043

0 080

0 053

0 093

122 5

182 9

160 6

注）1　ザルノマ／係敦を072として算出した。

2　「環境基準の長期的評価による日平均値が002ppmをこえた日数」とは、日干均伸の．苛い方からて％の軋悶の日平均値㌢除外した挨の日干均偶のうち00ヱPPmをこえた日数である0

ただし、日平均値が002P pmを・こえた日が2日以上連続した延日数のうち、2％除外議当日に入っている日数分については除外しない○

－4　4－



TableⅥ　一　酸　化　炭　素　（年間値）

市　 町

用 有効 測
i 年

8 時間値 が 日平均値 が 1 時 日平均 日平均値 10p F n

備　　 考

途 測定
定 平 2 0 p pm を 1 0 p p m を 間値 値　 の をこ えた 日が 2 　　 口

に よる 日平 短 期的 長 期的

測　 定　 局 時 均 こえた回 数 こえた回数 の最 2　 ％ 日以上連続 した 均値 1 0

地

域

日数 間 値 とその割合 とその割合 高値 除外 値 こ　 と　の　 有 無
p p m を 」

え た 日 数
評　 価 評　 価

（日） （時間 ）（PP コ） （日） （％ ） （日） （％） （p p m ） ゆpm ） （有 ×無○ ） （日 ） 適○　 不適 ×

草　 加 市　 役　 所
商

住
346 8，394 2　0 0 0　0 0 0　0 13 4　0 ○ 0 ○ ○

一般環境

l

和　 光 市　 役　 所 住 356 8 ，629 2　0 0 0　0 0 0．0 14 4　2 ○ 0 ○ ○

大　 宮 市　 役　 所 商 320 7．950 2　7 0 0　0 0 0　0 15 7　2 ○ 0 ○ ○

熊　 谷 市役 所分室 商 356 8，5 33 2．3 0 0　0 0 0　0 19 5　8 ○ 0 ○ ○

草　 加 市 役 所 横 商 310 7，5 06 2　9 0 0　0 0 0　0 33 5　8 ○ 0 ○ ○
l

道路側端

H

和　 光 市 役 所 裏 住 355 8 ，6 31 3　3 0 0　0 0 0　0 18 6　0 ○ 0 ○ ○

熊　 谷 信用金庫 前 商 356 8 ，530 3　7 0 0　0 ロ 0　3 25 8 1 ○ 0 × ○

草　 加 書　　　 町 商 3 41 8 ，2 37 4　7 0 0　0 3 0　9 22 8　0 × 2 × ×

交　 さ　点

和　 光 消 防 署 前 住 356 8 ，625 3　6 0 0　0 0 0　0 1 8 6　8 ○ 0 ○ ○

大　 宮 福 呂 産 前 商 3 13 7，7 59 4　5 0 0　0 4 1 3 27 9　2 × 2 × ×

熊　 谷
八 木 橋

デパ ー ト前
商 327 7，913 6　5 2 0　2 22 6　7 34 11 7 × 22 X ×

注）1「環境基準の長期的評価による日平萄値10ppmをこえた日数」とば、日平均値の高い方から2％の範囲の日平均値を除外した後の日平均

値10ppmをこえた日数である。ただし、日平均値が10ppmをこえた日が2日以上連続した延日数のうち、2％該当日に入っている日数

分については除外しない。

－4　5－


